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　東海教区

⚫�教会・牧師館の移転先が決まり、新
しい地でも、伝道に励み、地域に開
かれた教会を目指しておられる喬木
教会のために。

祈りの課題
　中部教区

⚫�中高生・青年がキリストの福音に導
かれるように。

⚫�コロナの影響を受けて困難を覚える
諸教会・伝道所を覚えて。

⚫�過疎化が進む地域の伝道を覚えて。
郵便振替00830-7-52037
　「日本基督教団中部教区」

こ
な
す
だ
け
の
会
と
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、

よ
り
よ
い
会
と
す
る
た
め
の
工
夫
を
継
続
的
に
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
若
者
が
参
加
し
た

く
な
る
場
所
の
選
定
。
ア
ピ
ー
ル
す
る
宣
伝
方
法
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
の
刷
新
。
ま
た
、
宿
泊
費
の
高

騰
で
費
用
面
の
工
夫
も
必
要
で
す
。
教
区
教
会
全

体
の
協
力
に
よ
る
修
養
会
が
、
若
者
の
信
仰
の
成

長
や
信
仰
告
白
・
洗
礼
の
後
押
し
と
な
り
、
教
会

に
仕
え
る
働
き
で
あ
る
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

他
に
教
区
で
は
Ｃ
Ｓ
教
師
研
修
会
も
開
催
し
て

い
ま
す
。
Ｃ
Ｓ
か
ら
青
年
へ
、
青
年
か
ら
Ｃ
Ｓ
教

師
へ
、
そ
の
中
で
育
て
ら
れ
た
青
年
た
ち
が
修
養

会
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
サ
イ
ク

ル
が
形
づ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

�

（
東
海
教
区
青
年
専
門
委
員
長　

川
﨑
一
路
）

東
海
教
区

東
海
教
区
で
は
、
若
者
宣
教
の
一
環
と
し
て
年

に
１
度
、
青
年
・
中
高
生
修
養
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
青
年
の
み
の
会
で
し
た
が
、
２
０

１
８
年
よ
り
中
高
生
も
合
同
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
７
月
16
日
、
17
日
に
、
教
区
と
連
動
し

た
主
題
「
神
の
恵
み
の
選
び
に
応
え
る
教
会
」
で
、

本
城
仰
太
牧
師
（
中
渋
谷
教
会
）
を
講
師
と
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
場
所
は
例
年
、
教
区
内
に
あ
る
清

里
の
清
泉
寮
、
御
殿
場
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
山
荘
を
使

っ
て
お
り
、
今
年
は
清
泉
寮
で
行
い
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
若
者
向
け
に
な
る
よ
う
意
識
し

て
組
ん
で
い
ま
す
。
開
会
礼
拝
の
後
、
互
い
に
打

ち
解
け
や
す
く
な
る
よ
う
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
か
ら

始
め
、
ワ
ー
シ
ッ
プ
ソ
ン
グ
も
用
い
た
賛
美
、
そ

し
て
講
演
と
続
き
ま
す
。
講
演
は
一
方
通
行
と
な

ら
な
い
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
行
い
、
終

わ
り
に
は
感
想
文
を
記
し
ま
す
。

感
想
文
は
写
真
な
ど
と
共
に
「
青
年
ジ
ャ
ー
ナ

ル
」
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
各
教
会
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
。
参
加
人
数
は
例
年
30
名
前
後
、

教
師
・
委
員
を
除
く
若
者
た
ち
は
10
名
前
後
で
す
。

続
け
て
参
加
す
る
者
も
多
く
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
も
若
者
の
た
め
の
貴
重
な
会
と

し
て
の
意
義
を
感
じ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

日
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
め
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た

中
高
生
た
ち
も
、
寝
食
を
共
に
し
、
聖
書
の
御
言

葉
を
共
に
聞
き
、
語
り
合
い
、
賛
美
し
、
思
い
っ

き
り
遊
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
次
第
に
打
ち
解
け
て

い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
性
的
な
教
師
ス
タ
ッ
フ

も
立
場
の
違
い
を
超
え
て
共
に
祈
り
、
賜
物
を
惜

し
み
な
く
出
し
、
一
人
一
人
の
中
高
生
と
向
き
合

っ
て
福
音
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
洗
礼

や
信
仰
告
白
の
決
意
を
与
え
ら
れ
た
中
高
生
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
う
れ
し
い
こ
と
に
、
大
学
生

に
な
っ
て
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
く
れ
て
い

る
青
年
も
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
１

回
の
中
止
と
２
回
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を
経
て
、

２
０
２
２
年
度
は
４
年
ぶ
り
に
対
面
で
行
わ
れ
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
第
６
回
は
、
２
０

２
４
年
３
月
25
日
か
ら
27
日
に
、
青
山
学
院
大
学

の
塩
谷
直
也
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
石
川
県
小
松

市
に
て
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
バ
イ
ブ
ル
・
キ
ャ
ン
プ
が
、
こ
れ
か
ら
も

末
長
く
続
き
、
中
高
生
に
福
音
が
届
け
ら
れ
、
主

イ
エ
ス
と
共
に
生
き
る
喜
び
が
与
え
ら
れ
ま
す
よ

う
に
お
祈
り
く
だ
さ
い
。

（
中
部
教
区
バ
イ
ブ
ル
キ
ャ
ン
プ
実
行
委
員
会
委
員
長

　

松
島
保
真
）

中
部
教
区

中
部
教
区
で
は
、
中
高
生
を
対
象
と
し
た
バ
イ

ブ
ル
キ
ャ
ン
プ
（
通
称Y

ユ
ー

ou

中
部
）
を
、
２
０
１

７
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
に
５
回
行
い
ま

し
た
。
こ
の
集
会
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ

か
け
は
、
２
０
１
４
年
度
と
２
０
１
５
年
度
の
２

回
に
わ
た
り
、
教
区
教
師
研
修
会
の
講
師
と
し
て

迎
え
た
大
嶋
重し

げ
の
り德

先
生
（
前
キ
リ
ス
ト
者
学
生
会
全

国
総
主
事
）
の
講
演
で
す
。
若
者
へ
の
伝
道
を
テ

ー
マ
と
し
た
講
演
を
聞
い
た
若
手
の
牧
師
た
ち
が

学
ん
だ
こ
と
を
実
践
し
よ
う
と
実
行
委
員
会
が
設

け
ら
れ
、
準
備
を
重
ね
ま
し
た
。

そ
し
て
２
０
１
８
年
３
月
、
大
嶋
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
第
１
回
が
石
川
県
小
松
市
に
て
２
泊
３

7月16日、17日、清泉寮での
青年・中高生修養会

2022年度バイブルキャンプで

日本基督教団伝道推進
基本方針
⚫ 祈祷運動 共に祈ろう

⚫ 信徒運動 共に伝えよう

⚫ 献金運動 共に献げよう

「日本基督教団全国伝道推進献金」
振替口座  00140-7-293436

全国17教区が取り組んでいる伝道の働きを
２教区（東京は支区）ずつ紹介します。
全国の教区・教会・伝道所を覚えて
祈りをあわせましょう。

献金についての問い合わせは
日本基督教団事務局まで（TEL 03-3202-0541）

毎月第３主日は日本キリスト教団の定めた
「日本伝道の推進を祈る日」です

共に祈るために


